
OB報告会  

29代パイロット 金子 雄司 



鳥人間コンテスト本番 

結果は…  失格 

 

しかし、帰ってきました。  

 

                                 （参考記録) 過去大会記録は 2’08”50 

一応！大会記録更新！！ 

というのはみなさんご存じかと思うので… 

今回はあのフライトの裏側にスポットをあてて振り返ろうと
思います。 

（できるだけ定量的に） 

 



フライト詳細 
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鳥コン本番における足元回転数の推移 

時間 

回転数

(rpm) 

離陸～旋回前 旋回中 旋回後～着水 
コンセプトは… 

森田要求ライン 

回転数85.26rpm 



離陸～旋回前 
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離陸～旋回前の足元回転数の推移 

Mライン 

最下点h=3.5m 

時間 
高回転数で高度を維持。機速
も9.7m/s付近で良好 

⇒ パワーでは他チームに絶対負けない！
圧倒的な筋力トレーニング 



旋回中 
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旋回時における足元回転数 

Mライン 

h2=6.0m 

h1=7.5m ？ 

Δh=h1-h2=7.5m-6.0m=1.5m 
旋回中でも出力を落とさ
ないトレーニング ⇒ 



旋回後～着水 
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旋回後～着水の足元回転数の推移 

Mライン 

時間 

体力的にかなり厳しかったが、
なんとか回転数を維持 

⇒ 限界＋αのトレーニング 



フライトの総評 

評価点 

 「パワー＋根性」と聞くと、すごく乱暴なフライトに聞こえるかもしれないが、 

   実際は約2年半のトレーニング成果を十分に発揮できたフライトだった。 

 離陸～スタートラインである程度操舵の感覚を掴めた。 

 ヒコロボ練習は旋回成功に大いに役立った。 

改善点 

 旋回終了後、周囲を目視確認できる余裕がなかった。⇒ 前半で体力を使いすぎた 

 森田との通信が途絶えた事は予想外 ⇒ 携帯は使わない方がいいかも 

 

 



秦野にバトンタッチ 


